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食
品
表
示
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
、
食
品
関
係
事
業
者
、
行
政
機
関

な
ど
と
意
見
交
換
を
行
う
「
食
品
表
示
に

関
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
十
七
日（
金
）午
後
一
時

半
〜
午
後
四
時
（
開
場
は
午
後
一
時
）

□
会　

場　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田（
半
田
市
）

□
参
加
費　

無
料
（
交
通
費
・
駐
車
場
代

は
参
加
者
各
自
で
負
担
願
い
ま
す
。
）

□
募
集
人
数　

五
十
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

□
募
集
期
間　

一
月
十
六
日（
月
）〜
二
十

六
日（
木
）

□
応
募
資
格　

知
多
半
島
五
市
五
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
、
食
品
表
示
に
興
味

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�	


�
�



の
あ
る
方

□
申
し
込
み
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
参

加
希
望
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

お
よ
び
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加

希
望
」
と
記
載
し
、
送
付
願
い
ま
す
。

参
加
決
定
者
に
は
二
月
二
日（
木
）ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
４
７
５
―
０
９
０
３

　

半
田
市
出
口
町
１
‐　

‐
４

４５

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
食
品
安
全
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

　

電
子
メ
ー
ル　

handa

‐ hc@
pref.aichi.lg.jp
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阿
久
比
産
の
大
豆
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
天

日
干
塩
を
使
っ
て
、
手
作
り
み
そ
を
造
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

二
月
七
日（
火
）に
四
回
実
施

　

①
午
前
九
時
〜
午
前
十
時
半

　

②
午
前
十
時
半
〜
正
午

　

③
午
後
一
時
〜
午
後
二
時
半

　

④
午
後
二
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号
室

□
持
ち
物　

材
料
費
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
み
そ
の
出

来
上
が
り
は
、
三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

度
な
の
で
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
る
か
め

　

・ 
樽 
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
）

た
る

□
費
用　

材
料
費
二
千
円
程
度

　
（
大
豆
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、米 
麹 
、塩
ほ
か
）

こ
う
じ

□
講
師　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
、
愛
知
県
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農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
定
員　

各
回
十
人
（
計
四
十
人
）

□
申
し
込
み
開
始　

一
月
二
十
五
日（
水
）

午
前
九
時
（
電
話
申
込
可
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
代
理
で
の
申

し
込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）
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愛
知
建
連
技
能
専
門
校
で
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
若
年
技
能
者
育
成
の

在
職
者
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
対　

象　

学
歴
不
問
、
三
十
歳
ま
で
の

方
。
た
だ
し
、
職
業
訓
練
指
導
員
が
在

籍
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
、
訓
練
科
に

該
当
す
る
職
種
に
従
事
し
て
い
る
方

（
事
業
主
が
会
員
に
な
る
こ
と
）

□
職
種
と
訓
練
期
間

　

木
造
建
築
科　

三
年
／
造
園
科　

三
年

／
建
築
板
金
科　

二
年
／
左
官
・
タ
イ

ル
施
工
科　

二
年
（
入
校
式
は
四
月
、

訓
練
は
五
月
〜
翌
年
三
月
）

□
訓
練
時
間　

土
曜
日（
毎
月
三
〜
四
回
）

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
訓
練
経
費　

事
業
主
負
担
金
月
額
七
千

円
、
事
業
主
会
費
一
万
円

　

（
入
学
時
の
み
入
校
金
二
万
円
、
教
材

費
一
万
二
千
円
）

□
申
し
込
み
方
法　

三
月
三
十
一
日（
土
）

ま
で
に
事
業
所
経
由
で
願
書
を
提
出

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
建
連
技
能
専
門
校

　

�
０
５
６
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４
１
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５
２
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街
で
人
が
突
然
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
た

時
や
家
庭
な
ど
で
家
族
の
方
が
呼
び
掛
け

て
も
返
事
を
し
な
く
な
り
心
肺
停
止
状
態

に
な
っ
た
時
な
ど
に
使
用
す
る
の
が
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
で
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人

に
対
す
る
応
急
手
当
は
一
分
一
秒
を
争
う

も
の
で
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼

吸
と
併
せ
て
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
救

命
の
チ
ャ
ン
ス
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実
技
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
操
作
を
習
得

し
て
く
だ
さ
い
。

□
内　

容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
講
義
お
よ
び
実
習

（
実
技
体
験
は
一
グ
ル
ー
プ
受
講
者
五

人
で
講
師
が
一
人
つ
き
ま
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
）

□
日　

時　

三
月
六
日（
火
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

美
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

　

機
能
訓
練
室

□
募
集
人
員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
用　

無
料

□
申
込
開
始
日　

二
月
一
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
総
務
企
画
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

　

電
子
メ
ー
ル　

handa

‐ hc@
pref.aichi.lg.jp
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保
護
司
に　

　 
竹  
内  
敬 
定
   
　
さ
ん

た
け 

う
ち 

と
し 

さ
だ

　
　

新
し
く
保
護
司
に
竹
内
敬
定
さ
ん

（
草
木
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
護
司
は
、
保
護
監
察
官
と
協
力
し
て

更
生
保
護
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）


